The Acceptance of Froebel’s Thought of Early Childhood Education in Late Qing Dynasty China by 聶 晶晶
65清朝末期中国におけるフレーベルの幼児教育思想の受容（聶）
????
周知のように，フレーベルが 1840年にドイツで幼稚園を創設し，その後，幼稚園は欧米諸国に広
がって，1856年にはアメリカで幼稚園が開園された。アメリカを経由し，1876年に日本で最初の官
立幼稚園（東京女子師範学校付属幼稚園）が設けられた。一方，中国では 1904年に最初の官立幼稚
園である湖北幼稚園が日本の影響を受けて設立された。
このように幼稚園は世界に広まっていったが，受け入れた国の事情によって，それぞれ独自の変容
を遂げた。例えば，浦田まり子は，日本のフレーベルの受容の特徴について，「日本明治初期におい
てフレーベル思想は教育思想そのものとしてではなく，幼稚園の実践の中で受容された。子どもが創
造と発見の主体とする教育精神としてフレーベルの幼児教育思想をとらえるではなく，恩物が実践の
中で強調され，恩物中心主義の保育に陥った。20世紀の初頭にはこうした形骸化した保育に対する
反省と子どもの自由な活動を重視する必要性が叫ばれた」（１）と述べている。
では，中国ではどのようにフレーベルの教育思想が受容されたのか。管見の限り，中国のフレーベ
ル教育思想の受容についての蓄積はまだ少ない。唯一挙げられる研究は孫邦華の「『萬國公報』對西
方近代教育理論的介紹」（２）であった。孫は『萬國公報』（３）の中でのペスタロッチとフレーベルに関す
る二本の記事を取り上げ，記事の内容を分析している。さらに，彼はこの記事のもつ学術的価値と社
会的意義を明らかにした。しかし，孫はフレーベルの幼児教育思想について十分に理解しているとは
言い難い。
一般に，中国の幼稚園は日本のフレーベル主義幼稚園をモデルとして出発したとされるため，フ
レーベルの教育思想もその時中国に導入されたという説もあるが，他方では，幼稚園の制度化以前に
ミッション団体が中国で幼稚園を経営しており，その際キリスト教宣教師によりフレーベルの情報も
紹介されていた。この論文では，キリスト教宣教師のフレーベル紹介に注目する。
本論文では，フレーベルの教育思想のどの部分がキリスト宣教師の秀耀春と林楽知に理解されたの
か，その理解は妥当かを検討することを通して，中国におけるフレーベルの教育思想の受容の特徴の
一端を明らかにする。一方，中国知識人も独自のフレーベル理解をもっているため，別稿で論証し
たい。
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1899年 2月の『萬國公報』に秀耀春の「養蒙正軌　下　福若伯訓蒙法」（福若伯すなわちフレーベル）
という文書が載せられ，これが中国最初のフレーベル紹介文であると言われる（４）。秀耀春の本名は
Francis Huberty Jamesであり，China Inland Mission（CIM）の一員として 1876年に中国に渡ったイ
ギリス人宣教師である。
秀は「この度フレーベルの思想の概要しか論じることができなかった。もし詳しい内容知りたいな
ら，フレーベルの著書を読んでください」（５）と読者に注意を促しつつも，文書の前半ではフレーベル
の生涯について，後半ではフレーベルの幼児教育思想について紹介している。本節では後半のフレー
ベルの幼児教育思想に注目し，フレーベルの著書と対照することを通して，秀のフレーベル幼児教育
についての理解が如何なるものであったかを分析する。
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秀はフレーベル幼児教育思想の中でも特に発達の論理について，次のように概論している（６）。
一， 乳児は生まれた時，知識はないが，母親の喜びや怒りがわかる。乳児がもし泣いたら，無視
してはいけない。母親は必ずしつけしなければならない。その際，適切な教育方法を取るべ
きである。幼児期の教育は重要で，もし女性は教育されるならば，男性に勝てる。
二， 最初の教育は将来に関係する。そのため，8歳以前の教育が最も重要である。
三， 人は精神と身体と二つに分けることができない。身体の成長に伴い，その精神も明らかにな
る，両者が互いに影響する。
四， 人間には五官があり，見ること，聞くこと，動くことなどができる。しかし，外界のものを
認知する場合，心から理解しなければならない。
五， 子どもの知識は五官に頼るが，その中には実は良知良能があり，如何にそれが発露するのか
を見極め，その発露によって啓発しなければならない。
六， 子どもの良知良能がその本性に宿り，体を通して現れる。その本性と身体を完成させるなら，
その時から良知良能が十分に備わっていることになる。
七， 子どもの良知良能が身体を通して現れる時，いかに練習で勤労させるかが大切である。
以上の一， 二項目から，秀が人間の最初の段階である乳幼児期を，それ以降の発達の基礎であると
みなした点は，フレーベルの幼児観に一致したものである。
フレーベルは「幼児の発達」の時期について，「この世からふたたび去るまでの人間の未来の全生
活は，人生のこの時期に源泉を持っている」（７）と記している。
また，三，四項目の中で，秀は幼児教育が幼児の精神と身体の調和的発達を目指すものであると述
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べている。
フレーベルの主張を見ると，彼は「幼児期の段階，すなわち内的なものを外的なものにおいて，ま
た外的なものを通して，目に見えるものにし，さらに両者の合一を，両者を結合する統一を求める。
この段階から，人間の本来の教育，すなわち身体の保育や保護という面は減少するが，精神の保育や
保護の面は増大するところの教育が始まる」（８）と述べている。ここから，確かに秀のいうように，フ
レーベルの幼児教育では身心の調和，統一することが重視されている点を読み取ることができる。し
かし，フレーベルのこの文章からは，身体の保育や保護の重視から，精神の保育や保護の重視への変
化もまた読み取れる。そして，秀はこの身体と精神の変化に言及しておらず，フレーベルの教育思想
の心身の関係についての理解が不十分だと言える。
さらに注目すべきなのは，五，六，七項目で，「良知良能」という中国哲学用語が使われていること
である。「良知良能」は人が生れながらに備わっている善なる能力を指している。ここでは，中国古
来の言葉「良知良能」が用いられており，中国人でも理解しやすくなっている。実際フレーベルは「人
間の本質は，それ自体において善であり，人間の中には，なるほどそれ自身において善い性質や傾向
が存在する」と主張している。つまり，フレーベルも人が生まれながら善をもってると考えている。
この点について，秀はフレーベルの主張に従って理解していると言えよう。
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次に，秀はフレーベルが幼稚園創設した目的について，以下のようにまとめている。
子どもは家にいる時，母親から教育を受けているが，母親の才能と徳が限られているから，十分
に教えることはできない。普通の人たちは子どもが小さい頃家庭でしつけるだけで十分だと思う
のに対して，フレーベルは子どもの成長は親のみと関係するわけではなく，もし将来立派な大人
になれば，地元の人たちはみんな「徳」を受け，もし出世できない（不肖）なら，地元の人はみ
んな害を受ける（９）。
つまり，秀によると，フレーベルが幼稚園を創立した意図の一つは家庭教育において，親の教育能
力が不十分であることにある。幼稚園は，その家庭教育を補完し，支援する施設である。幼児教育を
受けた子どもは「親のみと関係するわけではなく」，地域社会とも関係をもつ。
フレーベルは「1840年の幼稚園創設計画ならびに 1843年の弁明書」において，幼稚園の創立の目
的について，次のように指摘している。
ドイツ幼稚園は，就学前の子どもたちの適切な保育に対する切実な要求から，1840年にドイツ
人の共同の教育事業として設立された。それは，全体として現在あるごとき，また現在の状況の
もとであり得るごとき，家庭での就学前児童の個別教育は，もはや現代の諸要求にとって十分で
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はないという確信にもとづいている。したがってこの幼稚園の意図は，家庭及び社会全体にその
ために必要な援助の手をさしのべることを目的としている（10）。
つまり，フレーベルにとって幼稚園の目的の 1つは子どもに対する適切な教育方法によって，家庭
教育と社会を支援しようとするものであった。幼稚園の家庭教育の支援の機能という秀のフレーベル
理解は実際のフレーベルの主張と一致していると考えられる。
そして，幼稚園のもう 1つの目的について，秀は以下のように理解している。
子どもは活動する本性があり，親の強制により，子どもの本性が抑圧される。子どもは好奇心を
もち，聞いたことがないものを聞く時は必ず質問する。見たことがないものを見る時は必ず触る。
これは全部自覚がない行動である。この時子どもがいたずらっ子と思って叱るのは大間違いであ
る。フレーベルがなぜ幼稚園を創設するのかといえば，子どもはよく動くから，その本性に従っ
て，前に向かって少しずつ誘導することにより子どもを有用な人材に育てることができるからで
ある（11）。
秀のフレーベル理解によれば，子どもは自由な活動の衝動があり，その衝動を確保し，正しい方向
に誘導するために，幼稚園が創設されている。この理解について，フレーベルは実際，「人間の本質
および人間の形成衝動や活動衝動に基礎をおき，またこれらの衝動をはぐくむことに結びついている
この学園（幼稚園）は，まさに一つの生きた全体であること，それ自身いわば一本の樹木のようなも
のになることを目指している」（12）と述べている。とりわけ幼稚園は子どもの本質に基づく自由な活動
を保障し育むための施設である。「子どもの自由な活動の保障」という点で秀とフレーベルは一致し
ている。
以上のように，幼稚園の家庭教育と社会の支援と子どもの自由な活動の保障という 2つの目的に関
して，秀はフレーベルの思想にしっかり理解していたと言えよう。
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最後に秀は教育方法と教師の資質に関して，「フレーベルの教習新法要義八条」とまとめている（13）。
一， 子どもの学習には自分のペースがあり，それは子ども自身の理解としか関係ない。教師は子
どもを誘導することしかできない。
二， 強制的に覚えさせてはいけない。
三， 子どもはそれぞれの長所と短所があり，子どもの個性や能力に適した教育をすることが大事
である。
四， まず子どもに万物の形と変化を探求させること。
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五， 知識だけ教えるではなく，体を大事にして健康を保つように教えること。体の鍛え方を教え，
体を丈夫にさせる。
六， 在学している子どもは，富貴や貧賤を問わない。
七， 将来子どもを教えるため女学堂の教師は必ず学問がある人を選ばなければならない。
八， 教師になるには長い努力が必要である。
上記の第一と第三項目において，秀は教師に求められる資質について説明している。そこでは，教
師は子どもを理解し，子どもの個性を尊重し，子どもの個人の発達段階に合わせて誘導すべきである，
と指摘されている。
フレーベルは「1840年の幼稚園創設計画ならびに 1843年の弁明書」の中で，教師の資質について，
「男女の指導者が，子どもの本質を尊重し，この本質を愛情をもって全面的に発達させるこの精神と
心において養成されることであろう」という。さらに続けて「女性保育者及び男女の教育者は，子ど
もの本質と発達過程を知らされ，子どもに対する尊敬と愛にまで魂を高められ，子どもたちの生命の
諸要求と，それらを適切な保育や教育を通じてみたしてやることとに習熟させられ，彼らの活動分野
の範囲内での自然の知識と生命の観察にまで導かれ，そしてそれにしたがって子どもを指導し取り扱
う能力を付与されるであろう」（14）と述べている。この中で，教師は「子どもの本質を尊重」すること
は子どもの個性を尊重することと理解できよう。そして，フレーベルの言葉から，子ども個人の発達
段階に合わせて「適切な保育」をすべきことも読み取れる。そのため，教師にとっての子ども理解に
ついては，秀はフレーベルと類似した言葉を使っていると判断できる。
そして，第七と第八項目においても教師の能力について解釈している。つまり，教師になるまでに
は，努力して学問を身につけなければならない。フレーベルの言葉を参照すると，「この目的のため
に，この施設の大きさに応じて，最も洞察力があり，最も知識の豊富な，そして全体の根本思想を自
己自身の人生思想として認識し実践する人びとが訓育的教師として任用されるであろう」（15）とある。
また，第二項目で述べたように，子どもへの強制に対して，秀は否定的に捉えている。フレーベル
は『人間の教育』の中で教育方法の原理について，「積極的，命令的，規定的，干渉的な教訓，教育，
教授はすべて，必然的に，否定的，妨害的，破壊的に作用するに相違ない」（16）と述べている。それゆ
え，秀はフレーベルの考えをしっかりと把握していたと評価できよう。
最後に，秀はフレーベルの幼児教育思想だけではなく，フレーベルの「格致の方法」（17）についても
論じている。その内容は以下の三点が挙げられている（18）。
一， 人間は必ず自分のことを理解してから，自分の本性を完全にすることができる。
二， 万物と人々が互いに妨害しないことを知り，そして物事の本性に従ってそれを利用すれば，
助けを得ることができる。
三， 「天人合一」を知れ。すなわち，人の心と天の意志は相互に一体となっている。人々がこの
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真実を理解することができれば，彼らは物事を適切に行い，心も落ち着くことになる。
ここで言われる「天」は，「万物」あるいは自然を意味する。すなわち，秀は自然と人間の統一を
主張している。この点について，フレーベルは次のように言う。「教育は，人間が，自己自身に関して，
また自己自身において，自己を明確に認識し，自然と和し，神とひとつになるように，人間を導くべ
きであり，またそうでなければならない」（19）。このように，フレーベルは自然と人間と神の統一を主
張し，そのために教育の必要を説く。これに対し，秀は，自然と人間の統一について言及しているが，
神との統一について言及していない。したがって，秀のフレーベル理解は，誤っていはいないものの，
神について言及していないという点で，不十分なものと言えるだろう。
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次に，もう一人の林楽知（本名 Young John Allen）というアメリカ人宣教師のフレーベル理解につ
いて考察する。林は 1905年に「论中国亟需设立幼稚园（中国における幼稚園設立の喫緊の要請に関
する論述）」（20）と題する文書を発表し，その中で，彼は世界中の幼稚園におけるフレーベルの影響を
紹介しながら，中国における幼稚園の設立の必要性を呼びかけている。特に，彼は宣教師として，教
会の伝道のため幼稚園の重要性を主張している。文書の中では「神」について言及している。
我々（教会＝筆者注）は教育に関する責任を有している。中国の子どもを助け，自立させ，依
存心を取り除かせることが必要である。国民はこのように自由になれる。つまり，人間は先に
自分の能力を知り，それから神のことを知るようになる。なぜならば，全ての自由は神から生
ずる（21）。
林は子どもを含め，人間の自由は全て神から生じるとしている。神はフレーベルの教育思想の中で
最も重要な概念とも言える。『人間の教育』の冒頭で神についても論じている。すなわち，「神はすべ
てのものを動かし，それ自身において明白である，生きた自己自身を知る，それゆえに永遠に存在す
る統一者が，必然的に存在している。＜中略＝筆者＞この統一者が，神である。すべてのものは，神
的なものから，神から生じ，神的なものによってのみ，神によってのみ制約される。神の中にこそ，
すべてのものの唯一の根源がある」（22）と述べられている。神はすべてのものの根源とフレーベルは主
張している。つまり，林が理解している自由も神から生じると言うのは同じキリスト教的理解と言え
よう。
さらに，林は幼稚園を設立する必要性を伝道と結びつけている。林は以下のように言う。
中国で早く幼稚園を設置する必要がある。我々宣教師は，中国人に伝道する際に，幼稚園の効果
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が最も大きいと知っている。そのため，幼稚園の設置を最優先任務にするのは過言ではない。幼
稚園を設置することによって，道徳教育で子どもを救うわけである。（中略＝筆者）子どもを救
うのは現代の急務というべき大事業である。我々（教会）は子どもの能力が始まる時から子ども
を養成する（23）。
以上の文言を見ると，林は明らかに宣教師という立場から幼稚園の意義を捉えている。幼稚園は伝
道のための機関として見なされている。一方，フレーベルは 1840年 6月 28日に，ドイツ・キンダー
ガルテンの創立祝賀会で，次のように述べている。
わたしたちの学園もまた，幼児の幸福のための，わが国民のしあわせのための，人類の救済のた
めの施設でなくてはなりません。なぜならば，この学園は神の生命と活動に一致して，また神の
人類教育と一致して，そしてあらゆる存在や事物における聖なる高き神の精神の創造と活動と導
きと一致して企てられるものであるからです（24）。
ここでは，フレーベルはキリスト教的な理解で，幼稚園を「幼児の幸福のための，わが国民のしあ
わせのための，人類の救済のための施設」と捉えている。しかし，フレーベルは本来宣教のために幼
稚園を作ったわけではない。そのため，この問題について林の理解はフレーベルと異なっている。
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もっとも，林は単なる宣教に注目するわけではなく，幼児教育の方法として遊びについても着目し
ている。以下のように記している。
しかし，これは絶対に書物から教えられるものではない。児童の年齢は 7歳以下ならば，書物か
らその能力を引き出すことはできない。7歳以上でも難しい。子どもを教えるのは，子どもの性
質に合わせなければならない。それは何か？ 遊戯のことである。子どもにとって，遊戯は飲食
のようなものに見える。宗教も，世界も，あらゆるの事物はそれを中心とする。それゆえ，遊戯
は児童の仕事である（25）。
林は子どもの発達にとって遊戯が飲食と同様に必要不可欠であると主張し，遊びの重要性を強調し
ている。遊びはフレーベルの思想の中で非常に重要な位置を占めている。フレーベルの言葉を見ると，
「この時期の子どもの遊びには大変深い意味がある。遊びはこの期における子どもの最も純粋な精神
的生産である。遊びはそれ自身において喜びであり，自由であり満足である。子どものどのような遊
びも，全生涯のいわば子葉である。遊びの中には，全人の最も清らかな素質やその最内奥の精神が発
揮され示されている」（26）の記述から遊びの重要性を読み取ることができる。
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さらに，林は国家という概念を出し，子どもを教育する重要性を国家レベルで語っている。
子どもは国の至宝であり，栄光である。時には国の大敵にもなりうる。したがって，我々は偉
大な国家を作るには，必ず子どもを救わなければならない。中国の将来は子どもに頼るしか
ない（27）。
林は子どもを「国の至宝」とみなし，教育するのは「偉大な国家を作る」ためであると認識してい
る。つまり，林は幼児教育の社会的意義という観点から，フレーベルの思想を理解しているといえよ
う。実際，フレーベルも国民の教育を重視する。この点について，岩崎次男は「フレーベルは幼稚園
を国民教育制度全体の中に位置づけて考えていた」（28）と主張している。また，小玉亮子は「フレーベ
ルの教育思想において，幼稚園は国民教育の一部にあるものとみなしている。フレーベルがいかにド
イツを意識していたのかについては，1940年に開設された彼の幼稚園の名称に象徴的に表れている
ということができよう。フレーベルは彼の最初の幼稚園に「一般ドイツ幼稚園」と命名したのである
が，統一ドイツが実現していない時代にあって，フレーベルが自らの幼稚園の名前にあえて「ドイツ」
を冠したことを見逃すことはできない」（29）と幼稚園と国家の関係を明らかにしている。
????
以上のように，秀耀春はフレーベルの幼児教育の原理，幼稚園の創設目的，教育方法と教師観など
のフレーベルの幼児教育思想について紹介した。秀のフレーベルの幼児教育に対する理解はフレーベ
ル本人の主張に近いと言えよう。もっとも，秀は「神」について言及していなかった。
それに対して，林楽知はフレーベルの幼稚園の役割，及び教育方法としての「遊び」に加えて，彼
の「神」の概念についても詳しく書いた。その中で，「神」と「遊び」はフレーベルの幼児教育思想
の重要なもので，林の理解は妥当だと思われる。ただし，林は宣教師という立場もあってか，幼稚園
を伝道のための機関として見なしていた。この点はフレーベルの主張と異なっている。
このように，秀と林は自分の関心に基づいてフレーベルの教育思想をまとめていた。その影響で，
フレーベル教育思想は体系的に中国に紹介されていなかったと言えよう。
一般に中国の幼稚園は日本のフレーベル主義幼稚園をモデルとして出発し，フレーベルの教育思想
もその時中国に導入されたと言われる。しかし，それと同時に，キリスト教宣教師により，上述のよ
うなフレーベルの情報も紹介されており，それは中国人に幼稚園に対する二種類のイメージを提供す
ることになった，と推察される。この点についてはその後の中国の幼稚園の成立過程を考える上で極
めて重要であるため，今後の課題としたい。
?⑴ 浦田まり子「明治初期におけるフレーベル教育思想の受容形態」『東京女子大學紀要　論集』第 27巻第 1号，
1974年，67頁。
73清朝末期中国におけるフレーベルの幼児教育思想の受容（聶）
　⑵ 孫邦華「『萬國公報』對西方近代教育理論的介紹」『澳門理工學報』總第 13期第 7卷第 1期，103-110頁。
　⑶ 『萬國公報』，原名『教会新報』，1868年 9月 5日にアメリカ宣教師林楽知によって上海で創刊された。最
初は宗教出版物であったが，1874年 9月 5日に『万国公報』と改名され，西洋を中心とする内容を含む総合
刊行物となった。
　⑷ 孫邦華，前掲，103頁。
　⑸ 秀耀春「養蒙正軌下　福若伯訓蒙法」『萬國公報』122巻，上海墨海書局，1899年，9頁。
　⑹ 同上，9頁。
　⑺ フレーベル著　荒井武訳『人間の教育』，岩波書店，1964年，72頁。
　⑻ 同上，67頁。
　⑼ 秀耀春，前掲，9頁。
　⑽ 小原國芳・荘司雅子監修『フレーべル全集　第五巻』，「続幼稚園教育学」，玉川大学出版部，1981年，
118-119頁。
　⑾ 秀耀春，前掲，9頁。
　⑿ 小原國芳・荘司雅子監修『フレーべル全集　第四巻』，「幼稚園教育学」，玉川大学出版部，1981年，29-30頁。
　⒀ 秀耀春，前掲，9頁。
　⒁ 小原國芳・荘司雅子監修『フレーべル全集　第五巻』，「続幼稚園教育学」，玉川大学出版部，1981年，107頁。
　⒂ 同上，107頁。
　⒃ フレーベル，前掲書，20頁。
　⒄ 格致は格物致知の略記，物事の道理や本質を追求すると意味している。
　⒅ 秀耀春，前掲，8頁。
　⒆ フレーベル，前掲書，15頁。
　⒇ 林楽知「论中国亟需设立幼稚园」『帝国主義侵華教育史資料一教会教育』教育科学出版社，1987年，215頁。
　� 同上，215頁。
　� フレーベル，前掲書，11-12頁。
　� 林楽知，前掲，215頁。
　� 小原國芳・荘司雅子監修『フレーべル全集　第五巻』，「続幼稚園教育学」，玉川大学出版部，1981年，84頁。
　� 同上，214頁。
　� フレーベル，前掲書，71頁。
　� 林楽知，前掲，215頁。
　� 岩崎次男「幼稚園成立期のドイツの幼児学校にかんする若干の研究」『埼玉大学紀要　教育学部（教育科
学）』第 23集，1974年，247頁。
　� 小玉亮子「幼児教育をめぐるポリティクス :国民国家・階層・ジェンダー」『教育社会学研究　88（0）』，
2011年，11頁。
